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量産が困難を胃して費施され

てい0.流れ作彙方式を採リ

上げた早川電機の場合一

新しいラデォの量壺方式
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大きぃ11オ カをイFする■1場でt鳳材料,部品の面で鵬的

せらil,そ 1111た め上薩壼欲が余仕制がれた藤になつて
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,デォ桑界で11再上式からスーメー式に切待えがFrわ

れてぃる.早川電機では最近スーパー音風40'デ オ 0

セツト「6R」 が好評セ博してい00で ,日 下この製作に

大童である.セ ツト0●椰は力宙.中にキヤピネツト●

童匠に警Lが拐ゎれ,新新なものが金目されてぃる。ヌ

"パ ー菫の生産職況は着手した2‖ セ100と すれば,3月
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か,コ ンペャーによる識』LfTaは 寅現が田感だといわれ

て来てぃろ。その理由としてはスーパー猟と目贄覆とを
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ている。共慮で組立が田障鶴され ,よ リー層組とに数青

を晏する.ス ーパー■セ田氏現諄糠に飢立て工報を細分

化すれば 2 fIIっ f掌葉 [報 になるわけであり,一方技脩者
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龍れ伸■方式海 1人で10■工橿を受け持つ饉魔に移つて

ぃる。1人 1台0風立方式からヨンペヤー0澁れ作彙方式
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を讀け0こ
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ことに留意され。自然ウ胆り10人 :κ ra出に1■螢光熾を
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ぃて相ツてい0。 螢光壼
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部品について11中間試ぬが■晏祀ずられ ,1個毎ド精宙

楡全をし,部品0性能O lul上 に,めてい0.部品
の試腱

は今超0如 0人 の知■によ0試瞼セ俳し,鑢べて計みに

よつてぃる.ll「4は 自凛製が多ぃが裁も雪ユが警心と努

力を働つたものである。計彗を使J」 す0こ とにより製品

5trら がなく.質もlilj上 して率
てい0.熟腱‐1l t今迄の
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と4o繊4 襲出●贅‖的質の改善を目るた

め研究椰を数け,製泄投関L疇究haiゥ 技日の曇をな連幡

セなして作業」ifrゎ 13て ぃ0.研究部●試1卜 を鯉て来た

新しい製損を鴫 で量生産に移す場合,現場技鯛 2暮 ら

量の責任に言り,製品の質IEDI究 部,試作を担笛したIt

目が現場に鎮期間選出して■0改啓を目
',簡
者のダイ

ァツプにより,質と量の問題セ解決せんとしてい0.

研究椰l■ 2澤から成り,第 1課は基礎研究,第 2凛は拭

作,第 3薇は票資決炒 製品0研究をなし,現腸技‖と

共同しF肝寛している。少量上嵐時代が多量ユ慮に移行

サ1しば軒究投蘭は日死部に再び復鰤 して新しい研究諄■

を持つことにな0。 そうして研究,改諄,試作,寅付
●

員はそ0郷鷹表彰が1'われ ,特に研究技薔lli工・メく遇せ

られ,嵐まれた地位にある。研究の情暴絆滸を得オLば無

癸金を出し,研究者に一■でも多く書霜セ買つて貫つて

腱學0■會が興えられ0よ うになつていろ.比
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では警

兜書は研究が生活とまでになつているわけであら.
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